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 3 月 1 日（日）茨城県総合福祉会館において共通基盤研修を開催しました。 

今回の研修では、日本社会福祉士会が生涯にわたり研鑽を重ねていくべき共通の研修課題として

設定している『権利擁護』『生活構造』『相談援助』『地域支援』『福祉経営』『実践研究』の 6 領域の

中から、『生活構造』を取り上げました。 

「自立生活支援について考える～当事者主体の自立生活支援とは～」というテーマで茨城県社会福祉

士会の竹之内会長を講師に前半は講義を、後半は当事者の方お 2 人にもご参加頂いての演習を行いまし

た。演習ではグループに分かれて当事者の方にインタビューをさせて頂き、その内容をもとに「想いのマ

ップ」を作成し発表、最後は当事者の方に講評までして頂きました。 

 研修会の中で実際に当事者の方と面談をできる機会はなかなかないため、受講者からは貴重な経験がで

きたとの感想を多く頂くことができました。 

 

2015 年度茨城県社会福祉士会

定時総会を 5 月 30 日(土)に開

催いたします。 

時間等の詳細は後日お知らせ

いたしますので、皆さまご予定

の調整をお願いいたします。 

http://www.csw-iba.org/
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県央ブロック  小堤 康生 

 

平成２７年３月１日（日）に茨城県総合福祉会館を会場として開催された社会福祉士共通基盤研

修「生活構造」に参加しました。 

午前の部は竹之内章代茨城県社会福祉士会会長を講師として「自立生活支援について考える～当

事者主体の自立生活支援とは～」についての講義でした。自立生活の概念について伝統的な自立観

やアメリカの IL 運動をきっかけとした新しい自立観、障害者の権利条約のスローガンにみる自己

決定、社会福祉法など法にみる支援や ICF について。ケアマネジメントの基本理念や生活ニーズ、

面接時の留意点として目を合わせる、うなずくなどのノンバーバルコミュニケーションの活用など

について学びました。利用者主体のプランニングについては本人の想いが反映されているか？利用

者や家族のストレングスに着目できているか？本人が結果を実現できるような目標となっている

か？表現が肯定的で積極的なものになっているか？そして支援のためのチームづくり。普段の仕事

を振り返ったとき、ご本人の想いを的確にとらえているか？ご本人が「やってよかった」「支援し

てもらってよかった」と実感を持ってもらえているのか？表現は肯定的で積極的か？そしてソーシ

ャルワーカーに求められる信頼関係を形成する力、専門的面接技術、うらにある想いをくみとるア

セスメント力、支援ネットワークの形成力がまだまだだなと実感しました。 

午後は午前中の内容の応用として「自立生活支援を支えるためのアセスメントとは～当事者の声

を聴く～」をテーマにグループワークでした。今回の研修に参加したいと思った動機は当事者の参

加でした。実際に支援を受けている当事者の生の声を聞けることはなかなかないことですので楽し

みにしていました。グループワークの目的は①当事者が発言しやすい環境を整え、発言を促すコミ

ュニケーションスキルを身につけること。②当事者の発言を正しく聴き取り、当事者と共有しやす

い方法で記録化すること。③聴き取った内容の違いから、アセスメントの視点を確認すること。④

聴き取った内容を整理報告することで、理解を深め、関係者へのインフォメーション（情報提供）

の方法を身につけること。各グループ３名が当事者にアセスメントのための面接を行ったのですが

トップバッターとして模擬面接に臨んだ自分は「普段行っているように面接しよう」と臨んだもの

の緊張でガチガチになってしまい聞くべきことも中途半端、とうとう当事者の方に「ガチガチにな

っていますね？緊張してますか？表情硬いですよ」など心配されてしまいました。発言しやすい環

境どころか「この人大丈夫かな？」という不安を与えてしまいました。目的をふまえてまとめたグ

ループ発表では、当事者の望む「ひとりで暮らしたい」を実現できる内容であったかについて私た

ち援助者が陥りやすい「こうあるべきだ」「こうしたほうがよい」になってしまっていたように感

じました。 

誰の生活なのか？「私たち援助者が決めた生活を送って果たして幸福感を味わえるだろうか？」

利用者主体とは何かについて学び直すよいきっかけとなった研修でした。 
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高瀬 修一 

 

一昨年、昨年と２年続けて基礎研修Ⅰ、Ⅱを受講した勢いで、平成２６年度は基礎研修Ⅲを受講

させていただきました。 

３年目のこの研修は、日頃の自分の業務、所属する組織の役割や使命を自ら見つめ直しながら、

社会福祉士の専門性を生かして人を育てる、組織、地域、社会に向かってアクションを起こす考え

方、技法を学ぶ有意義な時間でした。 

スーパービジョンのモデルセッションでは、自分の考え方の癖や傾向を意識することができ、あ

らためてスーパービジョンの重要性を理解することができました。普段の業務で行っていることが

表面的で、自分が狭い範囲で物事を考えていたかを実感しました。 

模擬事例検討会では、論点に沿った検討会を行うためには、司会者の準備はもちろん、参加者の

心構えがあって実現するものであることを体感しました。本人をはじめ参加者が意見を出しやすい

環境のつくり方、事実確認のための質問から関わり方の質問に展開させる技術は、即実践に役立て

ることができるものでした。同時に、本人の意思を尊重することの大切さとそれを実現させる難し

さについて、受講者皆で共有しました。 

事例研究をする意味についても学びました。援助者がとった行動の意図や理由をひも解くことで、

専門的な関わり方、働きかけがあったことを説明することができ、社会福祉士の専門性を社会に認

めてもらうために現場レベルで積極的に行うべき研究であると理解しました。 

福祉経営について法的に考えたり、苦情をサービスの質の向上につなげる考え方を学んだり内容

は盛りだくさんでした。 

研修の最後に行われた地域の課題解決に向けた具体策、計画を策定する科目において、自分が援

助している対象者を通して見えてくる地域の課題を、対象者、地域をアセスメントし、社会福祉士

としての関わり方を考え、課題解決のための計画を策定しました。この時、課題に気付く視点、解

決するためにどのような機関と連携すべきか考える力、計画作成の力が、３年前に基礎研修Ⅰを受

講する前の自分と比べて、格段に向上したことを実感できました。自分が業務として関わっていな

い他分野についても広い視野でものを見ることができるようになったようにも思います。 

基礎研修Ⅰ～Ⅲを終了して言えることは、この研修は、知識の量を増やし、幅を広げるだけでな

く、社会福祉士という専門職であることを自覚するためにとても有意義な研修です。３年間、とも

に受講した社会福祉士の仲間のひたむきな姿を目の当たりにし、とてもよい刺激を受けてきました。

研修の最後には名残惜しい気持ちで解散しましたが、さまざまなところで社会福祉士の仲間が活躍

していると思うとこれからも励みになります。 

最後になりましたが、会長をはじめ研修運営にご尽力くださった役員の皆さんのご配慮も長期間

の研修を乗り切る支えとなりました。お礼申し上げます。ありがとうございました。 
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障害者支援施設あさひの家  郡司 征樹 

 

最近、私の職場で社会福祉士資格取得のための通信教育の申し込みをした職員がいます。一般の

大学を卒業し福祉関係の資格は何ももっていませんが、人柄がとてもよく、利用者さんに対しても

とても良い関わりをしています。でも仕事に対して自信がなさそうに見受けられ資格取得を勧めて

みました。 

 

わたくしごとになりますが、サラリーマンから障害者施設に転職し勤続２０年が経過いたしまし

た。よく続いたなというのが実感です。福祉関係の学校を卒業したわけでもなく、全く畑違いの職

場からの転職でしたので戸惑いの連続でした。申し送りに出ても解らない言葉が飛び交い、メモを

取ろうにも何をメモすべきか判らない。資格のある年下の若い職員さん達がてきぱきと動き、ケー

ス会議では意見を述べあっています。「これはえらいとこに転職しちまった」と愕然としたのを思

い出します。 

勉強しないとまずいなあと思い、通信教育を受講し始めました。不思議なもので学生時代嫌いだ

った勉強も仕事と結びついてくると楽しいもので、スクーリングで出会った方々とは今でも交流が

あります。大変ではありましたが充実した２年間でした。 

資格を取って何か変わったのかと問われると、仕事上は何も変わりはありません。ただ感覚的な

ことなのですが自分の内面では何かが変わったように思います。それまで仕事に自信がなく根無し

草のような状態であったのが、ちょっとだけ自分に根拠が持てたように感じたのです。仕事への姿

勢が変わったのもこの頃からのように思います。 

以来、福祉系以外の学校から就職した方、他業種から転職してきた方を見ると資格取得を勧めて

います。中には「福祉の資格なんて取る意味あるの」という方もおられます。業務独占の資格では

ないので資格がなくとも働けます。どのように応じればよいのか今でも答えに窮します。我ながら

思考が薄っぺらいなあと自虐的になりますが、自分自身の体験や資格を取って感じたことをお話し

すると乗ってきて、結果、何名かの方がチャレンジし資格を取得致しました。明快な回答が出せな

いのにも関わらず話に乗ってくれたのは何故なのか考えてみたのですが、おそらく皆漠然とではあ

るけれど何かやりがいを見出したい、能動的に働きたいと思っているのではないかと思います。 

 

ふと気が付くといつの間にか後進を育てる齢回りになってしまいました。現在は、福祉の人材を

確保することも育てることも大変な時代です。数ある仕事の中から、福祉を選んでいただく、そし

て永く働いていただく。自分自身が仕事の「魅力」を語れなくては誰も福祉を選んでくれない、永

く働いてくれない。 

まずは福祉の仕事や社会福祉士という資格のもつ「いいところ」「強み」（ストレングス）をポス

トイットに書き出してみようかなと思います。 

会員の声 
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職場やご友人に社会福祉士の資格をお持ちでまだ社会福祉士会に入会されていない方はいらっ

しゃいませんか？また、新たに社会福祉士国家試験に合格した方はいらっしゃいませんか？もし身

近にそんな方がおりましたら、ぜひぜひ社会福祉士会への入会のお声かけをお願いいたします。 

資格取得はスタートラインです。様々な研修に参加したり、懇親会でネットワークを広げたり、

社会福祉士会で更に自分を磨いて行きましょう！相談できる仲間が増えるとお仕事をする上でも

とっても心強いですよ♪ 

茨城県社会福祉士会ホームページ（http://www.csw-iba.org/）にある入会申込書請求フォームか

ら入会に必要な書類を請求できますので、ぜひご活用ください。 

 

🌸 🌸 
受験者数：45,187 名 

合格者数：12,181 名 

合格率：27.0％   

茨城県の合格者数：186 名 

 

3 月 13 日（金）に合格発表があり 

茨城県でも１８６名の方が合格し 

ましたヽ(^o^)丿 

新たに社会福祉士に仲間入りをする 

方に出会ったら「合格おめでとう！ 

社会福祉士会に入って一緒に活動し 

よう！」とお誘いしましょう💕 

 

http://www.csw-iba.org/
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－訃報－ 

 

会員の北野邦幸さんが 

12 月 16 日にご逝去され 

ました。 

謹んでご冥福をお祈り 

申し上げます。 

 

 

  https://www.facebook.com/csw.ibaraki 

 

 

ホームページの更新情報や研修会の様子等を発信していく予定です。 

皆さまぜひ「いいね！」やフォローをお願いいたします m(__)m 

 

 

※「いいね！」などのご参加を頂くには Facebook への 

登録（無料）が必要となります。 

【編集後記】 

街に出ると木々や花々に春らしい彩りを感じられるよう

になってきましたね。皆さまいかがお過ごしでしょうか？

年度末を迎え、新入職員の受け入れ準備や介護保険制度改

正への対応準備など新年度に向けての準備に忙しくされて

いる方も多いのではないかと思います。 

当会では来年度も引き続き研修会や懇親会、定時総会な

ど予定しております。ぜひお知らせやホームページ、

Facebookページ等で予定をチェックして積極的にご参加く

ださいね。多くの仲間とつながっていると何かと心強いで

すよ。自分の幅を広げていくためにも、どんどん活動に参

加して交流を図り、ネットワークを広げていきましょう！ 

新たに迎える2015年度が皆さまにとってより良い1年に

なりますように☆彡 

広報事業部 

https://www.facebook.com/csw.ibaraki

